
明
治
二
十
年
九
月
中
村
座
の
絵
本
　
役
割
番
付

影
印
と
翻
刻
お
よ
び
周
辺
資
料
（
上
＞
i

白
戸
満
喜
子

　
当
館
で
は
平
成
十
四
年
十
月
一
日
よ
り
、
明
治
期
刊
行
図
書
を
ホ
ー
ム
ペ
」
ジ
上
の
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
公
開
し
て

い
る
。
平
成
十
五
年
八
月
二
日
現
在
、
全
分
野
に
わ
た
り
約
四
万
七
千
冊
（
児
童
書
●
欧
文
図
書
を
除
く
）
を
画
像
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
本
稿
で
翻
刻
を
試
み
た
歌
舞
伎
番
付
の
類
は
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
τ
」
で
は
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
が
公
開
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
は
編
者
あ
る
い
は
版
元
（
出
版
者
）
の
詳
細
が
不
明
で
あ
り
、
著
作
権
が
確
認
で
き
な
い
と
い
う
事
情
か
ち
で
あ
る
。
今
回
、

翻
刻
し
た
番
付
以
外
の
当
館
所
蔵
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
番
付
な
ど
を
次
号
で
周
辺
資
料
と
し
て
併
せ
て
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
掲
載
す
る
版

元
（
出
版
者
）
に
関
す
る
情
報
を
少
し
で
も
お
寄
せ
頂
き
、
一
点
で
も
多
く
の
資
料
を
公
開
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
次
第
で
あ
る
。

　　一　“一

　
歌
舞
伎
興
行
の
案
内
書
も
し
く
は
宣
伝
書
で
あ
っ
た
番
付
は
、
『
歌
舞
伎
事
典
』
（
平
凡
社
、
二
〇
〇
〇
）
で
は
歌
舞
伎
番
付
と
浄
瑠
璃

番
付
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
顔
見
世
番
付
・
・
辻
番
付
・
役
割
番
付
・
絵
本
番
付
の
四
種
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
・
種
類
が
多
，

岐
に
わ
た
る
た
め
に
十
分
な
読
解
が
困
難
で
あ
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
、
出
版
さ
れ
た
場
所
（
江
戸
・
大
坂
・
京
都
）
や
時
代
に
よ
る
相

違
が
あ
り
非
常
に
複
雑
な
出
版
物
で
あ
み
。
明
治
期
の
番
付
は
そ
の
上
に
形
態
や
印
刷
様
式
の
変
化
が
加
わ
る
こ
と
で
さ
ら
に
複
雑
さ
を

増
す
が
、
文
字
情
報
と
画
像
情
報
を
兼
ね
備
え
る
情
報
量
の
多
さ
と
い
う
点
で
看
過
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
。

．
今
回
紹
介
す
る
明
治
二
十
年
度
月
中
村
座
興
行
の
番
付
は
役
割
番
付
と
絵
本
番
付
の
組
み
合
わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
当
館
が
所
蔵

す
る
製
版
の
番
付
と
し
て
は
時
代
的
に
新
し
い
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
の
番
付
は
書
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
保
存
状
態

が
悪
く
、
貼
り
込
み
帳
と
し
て
改
装
さ
れ
た
り
、
合
冊
さ
れ
た
り
と
原
装
を
留
め
な
い
場
合
が
あ
る
。
本
資
料
は
原
装
の
ま
ま
で
あ
り
、

他
の
資
料
と
比
較
し
て
保
存
状
態
や
刷
り
の
状
態
が
良
い
こ
と
に
よ
り
翻
刻
対
象
と
し
た
。
周
辺
資
料
に
は
浮
世
絵
師
に
よ
る
多
色
摺
絵



表
紙
も
多
く
、
美
術
史
あ
る
い
は
印
刷
史
の
面
か
ら
も
興
味
深
い
資
料
で
あ
り
、
時
代
が
明
治
に
替
わ
っ
て
官
民
と
も
に
活
字
印
刷
が
盛
，

ん
に
な
る
一
方
で
、
絵
画
情
報
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
製
版
技
術
が
残
っ
た
一
例
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

《
書
誌
事
項
》

当
館
請
求
記
号
”
磯
∪
竃
三
三
刈
（
三
三
雨
O
）

当
館
タ
イ
ト
ル
∴
、
〔
絵
本
役
割
〕

　
　
　
　
全
四
冊
の
う
ち
の
一
冊

形
態
口
二
〇
・
一
×
十
三
・
六
㎝
・
三
六
三

原
表
紙
”
単
色
三

三
　
付
n
な
し

刊
記
”
六
丁
裏
郭
外
に
「
明
治
二
十
年
九
月
六
日
御
三
」
の
朱
印

　
　
　
　
同
じ
く
　
　
　
「
浅
草
区
馬
道
町
七
丁
目
壱
番
地
／
編
輯
兼
出
版
人

谷
ロ
貞
次
郎
」

一v

　　m　ニー



凡
　
例

翻
刻
は
底
本
の
復
元
に
つ
ど
め
、
次
の
よ
う
な
方
針
に
よ
っ
た
。

1
　
漢
字
は
現
行
の
字
体
と
し
た
が
、
漢
字
の
字
遣
い
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
変
更
し
な
か
っ
た
。

　
　
（
例
）
茄
藤
田
H
嘉
藤
田

2
　
仮
名
遣
い
・
清
濁
点
・
ル
ビ
等
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

3
　
絵
本
番
付
の
部
分
は
役
名
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
、
役
者
名
を
明
朝
体
で
表
記
し
、
底
本
の
改
行
に
は
従
っ
て
い
な
い
。

4
　
判
読
不
能
な
部
分
は
□
で
表
記
し
た
。

　　一　三一
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ご
　
ひ
い
き
さ
ま
　
　
お
と
り
も
ち
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

御
贔
負
様
の
御
執
持
に
よ
り
　
　
・
ノ
　
く
　
・

　
　
　
　
　
な
か
む
ら
ひ
さ
い
は
ひ
く
い
ち
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か
え

　
り
や
う
め
い
そ
ろ

ポ
両
祐
欝
欝
沖
射
は
湘
顯
転
ひ
鎌
切
ん
殊
　
す
し
や
つ
　
．
’

盛
る
千
種
に
横
難
の
御
壼
照
日
が
好
悪
も
素
性
唆

う
し
　
　
　
い
ね
だ
い
ふ
　
　
ち
ら
　

も
み
ち
　
　
　
　
く
れ
な
　
や
ま
ね
　
　
と
も

蜘
饗
し
喚
瑳
欝
欝
斑
葉
の
か
ら
紅
黙
黙
墾
遷
．

置
責
の
巧
は
恵
美
の
押
勝
と
か
た
ら
ふ
胤
の
輸
し
汗
を

よ
た
し
ゅ
だ
ん
か
ね
　

お
ん
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
を
も
な
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

世
に
出
す
手
段
豫
て
よ
り
恩
を
着
せ
置
く
遠
内
に
明
す
　
＾

　
じ
　
　
く
ち
　
ザ
　
　
ぴ
　
　
　
そ
ん
ざ
う
う
ば
　
　
か
と
う
ト
だ
ま
で
せ
い
　
　
ぜ
ん

み
つ

密
事
響
胴
澄
翻
轍
籔
増
熱
豫
薄
幅
痂
藤
紐
蕪
綴
織
儀
圓
．
、
“

な
る
変
心
に
将
総
総
の
谷
住
の
江
の
忠
義
の
道
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
く
お
い

た
っ
た
が
わ
　
し
な
　

あ
な
い
　
と
よ
な
り
こ
う
ぢ
ゅ
う
じ
ゃ
う
ひ
め
　
ふ
せ
や

立
田
川
お
品
が
案
内
に
豊
成
公
中
将
姫
に
伏
縫
の
再
会

　
　
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

…
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1
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一
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一
；
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し
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ど
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響
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左
輔
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ア
　
　
、

劇
繕
物
窪
諏
些
、
、
、
，

夕
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女
之
助
は
、
‘
　
　
・

　
は
な
　
　
　
ほ
す
ト
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
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花
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